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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第65期

第１四半期累計期間
第66期

第１四半期累計期間
第65期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 1,767,592 2,813,330 8,695,663

経常利益 (千円) 7,512 458,891 184,794

四半期(当期)純利益 (千円) 2,908 277,200 339,702

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 570,000 570,000 570,000

発行済株式総数 (株) 7,200,000 7,200,000 7,200,000

純資産額 (千円) 2,270,225 2,881,776 2,644,759

総資産額 (千円) 8,836,484 10,863,096 9,945,950

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 0.41 38.62 47.32

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 5.00

自己資本比率 (％) 25.7 26.5 26.6

(注) １. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又

は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第1四半期累計期間におけるわが国経済は、平成２３年３月に発生しました東日本大震災や原子力災害

の影響により、企業の生産活動や個人消費等の経済活動は大きく落ち込みました。その後、復旧・復興は

徐々に進みつつあるものの、不安定な電力供給事情や資源価格の高騰、円高の進展等もあり、景気の先行き

は不透明感を払拭できない状況で推移しました。

このような事業環境の中、当社の呼吸用保護具全般の受注状況は、大震災からの復旧・復興活動による需

要に加え、原子力発電所向け呼吸用保護具の需要が期初から高水準で推移したことから、売上高は、前年同

四半期比で10億45百万円増加の28億13百万円となりました。

一方、利益面では、高水準の受注に対し、期初から船引・埼玉両事業所ともに大幅な増産体制を立ち上げ

るとともに、その生産水準を維持して来ております。これにより、製造原価は増加しましたが、売上高増加額

が製造原価増加額を大きく上回ったことから、製品原価率は前年同四半期比で約10ポイントの改善となり

ました。この結果、売上総利益は11億63百万円と、前年同四半期比で６億７百万円の増加となりました。

また、販売費及び一般管理費については、売上高の増加に伴う人件費・諸経費増により７億１百万円とな

りましたが、前年同四半期比では１億65百万円の増加に止まりました。

この結果、営業利益４億62百万円（前年同四半期比４億42百万円の増加）、経常利益４億58百万円（前年

同四半期比４億51百万円の増加）、四半期純利益２億77百万円（前年同四半期比２億74百万円の増加）と、

大幅な増益となりました。

(2) 財政状態の分析

（総資産）

総資産は、前事業年度末に比べて９億17百万円増加し、108億63百万円となりました。

（流動資産）

流動資産は、前事業年度末に比べて８億27百万円増加し、73億49百万円となりました。

これは、主として受取手形及び売掛金が４億82百万円増加、原材料及び貯蔵品が１億93百万円増加、商

品及び製品が１億49百万円増加したことなどによるものです。

（固定資産）

固定資産は、前事業年度末に比べて89百万円増加し、35億13百万円となりました。

これは、主として有形固定資産が72百万円増加したことによるものです。

（流動負債）

流動負債は、前事業年度末に比べて９億１百万円増加し、57億95百万円となりました。

これは、主として支払手形及び買掛金が３億61百万円増加、短期借入金が２億62百万円増加したことな

どによるものです。
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（固定負債）

固定負債は、前事業年度末に比べて２億21百万円減少し、21億86百万円となりました。

これは、主として長期借入金が１億47百万円減少、社債が96百万円減少したことなどによるものです。

（純資産）

純資産は、前事業年度末に比べて２億37百万円増加し、28億81百万円となりました。

これは、主として利益剰余金が２億41百万円増加したことによるものです。

この結果、当第１四半期会計期間末の自己資本比率は26.5％となりました。

　

(３)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(４)研究開発活動

当第１四半期累計期間の研究開発費の総額は１億10百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月11日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,200,000 7,200,000
大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 7,200,000 7,200,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年６月30日 ─ 7,200,000 ─ 570,000 ─ 272,577

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式)
普通株式　21,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

7,139,000
7,139 ―

単元未満株式
普通株式

40,000
― ―

発行済株式総数 7,200,000 ― ―

総株主の議決権 ― 7,139 ―

(注)　１「完全議決権株式（その他）」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権１個)含まれ

ております。　

２ 単元未満株式数には当社所有の自己株式749株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成23年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社重松製作所

千代田区外神田３－13－８ 21,000 ─ 21,000 0.29

計 ― 21,000 ─ 21,000 0.29

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成23年４月１日から

平成23年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)に係る四

半期財務諸表について、公認会計士　竹岡均、公認会計士　斉藤卓両氏により四半期レビューを受けておりま

す。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,228,991 1,195,636

受取手形及び売掛金 ※１
 3,123,164

※１
 3,605,970

商品及び製品 1,194,800 1,344,610

仕掛品 125,956 194,475

原材料及び貯蔵品 684,226 877,938

その他 166,851 133,303

貸倒引当金 △2,004 △2,231

流動資産合計 6,521,986 7,349,702

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,222,664 1,208,343

その他 1,551,302 1,638,616

有形固定資産合計 2,773,966 2,846,959

無形固定資産 57,254 71,232

投資その他の資産

その他 606,314 608,771

貸倒引当金 △13,571 △13,570

投資その他の資産合計 592,743 595,200

固定資産合計 3,423,964 3,513,393

資産合計 9,945,950 10,863,096

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,167,805 2,529,769

短期借入金 1,187,500 1,450,000

未払法人税等 204,374 148,718

賞与引当金 135,065 98,644

その他 1,198,827 1,568,162

流動負債合計 4,893,571 5,795,293

固定負債

社債 578,300 481,400

長期借入金 1,185,983 1,038,684

退職給付引当金 386,952 384,802

その他 256,383 281,140

固定負債合計 2,407,619 2,186,026

負債合計 7,301,191 7,981,320
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（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 570,000 570,000

資本剰余金 272,577 272,577

利益剰余金 1,669,669 1,910,979

自己株式 △10,783 △10,783

株主資本合計 2,501,463 2,742,772

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 143,296 139,003

評価・換算差額等合計 143,296 139,003

純資産合計 2,644,759 2,881,776

負債純資産合計 9,945,950 10,863,096
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 1,767,592 2,813,330

売上原価 1,211,374 1,649,410

売上総利益 556,218 1,163,920

販売費及び一般管理費 536,143 701,202

営業利益 20,075 462,718

営業外収益

受取利息 413 256

受取配当金 5,084 4,770

受取賃貸料 2,511 93

受取保険金 － 8,227

その他 2,598 4,522

営業外収益合計 10,608 17,869

営業外費用

支払利息 18,509 17,168

その他 4,661 4,528

営業外費用合計 23,171 21,696

経常利益 7,512 458,891

特別利益

貸倒引当金戻入額 425 －

特別利益合計 425 －

特別損失

固定資産除却損 － 902

災害による損失 － 8,309

特別損失合計 － 9,211

税引前四半期純利益 7,937 449,680

法人税、住民税及び事業税 3,483 145,201

法人税等調整額 1,545 27,278

法人税等合計 5,029 172,479

四半期純利益 2,908 277,200
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第１四半期累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１.会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用

当第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

２.固定資産の譲渡

（１）譲渡の理由

現在の生産体制の整備・増強に伴う、保有資産の有効活用を図るため、当該固定資産を売却することとしまし

た。

(２)譲渡する相手会社の名称

株式会社長谷工コーポレーション

譲渡先と当社との資本的・人的関係はありません。
(３)譲渡の内容
東京都北区滝野川３－５８－８
土地（面積：2,201.02㎡）及び建物
帳簿価額 24百万円
譲渡価額 1,090百万円
現況 　　事務所兼倉庫（旧東京事業所）

(４)譲渡の日程
取締役会決議 平成23年3月29日
契約締結     平成23年3月29日
物件引渡日 平成23年9月30日（予定）

(５)今後の業績見通しに与える影響
当該固定資産譲渡により、平成24年3月期に約916百万円の固定資産売却益が発生する見込みであります。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

※１　受取手形割引高

　
前事業年度 当第１四半期会計期間

　
(平成23年３月31日) (平成23年６月30日)

受取手形割引高 646,121千円 593,864千円

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間 当第１四半期累計期間

　

(自　平成22年４月１日

　至　平成22年６月30日)

(自　平成23年４月１日

　至　平成23年６月30日)

減価償却費 107,632千円 82,649千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 53,854 7.50
平成22年３月31

日
平成22年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 35,891 5.00
平成23年３月31

日
平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社の事業は、労働安全衛生保護具の製造販売の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

　

EDINET提出書類

株式会社　重松製作所(E02383)

四半期報告書

12/16



　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 ０円41銭 38円62銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 2,908 277,200

    普通株主に帰属しない金額(千円) ―
―

 

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 2,908 277,200

    普通株式の期中平均株式数(千株) 7,180 7,178

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月11日

株式会社　重松製作所

取締役会　御中

事務所名 竹岡公認会計士事務所

公認会計士 竹　　岡　　　均　　㊞

　

事務所名 公認会計士斉藤会計事務所

公認会計士 斉　　藤　　　卓　　㊞

　
　
私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社
重松製作所の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第66期事業年度の第１四半期会計期間(平成23
年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日ま
で)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビュー
を行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
私たちの責任は、私たちが実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結
論を表明することにある。私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準
拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
私たちは、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認
められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社重松製作所の平成23年６月30日現在の財政状態及
び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて
の重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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